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	生産生産企画生産流通消費計画技術フィードバックされる情報の価値が高い
	価値の源泉変化がビジネスの優先順位、データ分析の対象を変える
	【事例】野菜栽培⇒生育制御が可能になり、市場ニーズに応じた数量と品質の野菜を安定的に供給可能
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	ケビン・アシュトンがモノのインターネットを提唱
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	インターネット接続ホスト数が1億台を超える
	ダグ・レイニーがビッグデータの定義に関する提言発表

	2002
	2002
	アマゾン・ウェブ・サービス開始

	2004
	2004
	グーグルがハドゥープの元になる大規模データの分散処理に関する論文を発表
	マーク・ザッカーバーグがFaceBook設立
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	2013
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	M2M/IoT、（ビッグ）データ活用がもたらす価値創造の本質
	コンピュータが「知的」能力を獲得し、複雑な事象の見える化、異常や異変の検知、運用・保守の最適化、近未来の予測などが可能になっており、これが新たな価値創造につながっている
	温湿度データ機械の稼働データ・・・監視カメラデータネットワークデータの分析データの蓄積M2M/IoTの発展により、実世界のさまざまな事象の把握が可能になっている集積したデータを分析し、実世界の認識・理解・判断が可能になっている実世界のさまざまな事象注：M2M: Machine to MachineIoT: Internet of Things
	データ分析の結果を実世界にフィードバック※、制御などを高度化※リアルタイム、意思決定を通じた、あるいは国民理解を通じたなどさまざまなパターンあり
	（価値創造の事例）M2M/IoTと人工知能技術の活用による大規模プラントの管理
	多数のセンサーから温度、圧力、流量、振動などのデータ（プラントパラメータ）を収集。集積したデータから「人工知能技術」を用い、プラントパラメータ間の関係性等を分析・評価し、正常稼働時の振る舞いモデルを自動的に導出。正常稼働時の振る舞いモデルとリアルタイムに収集するデータ比較し、「いつもと違う」挙動の発生を検知し、プラントの異常の予兆を早期に発見。⇒人間が気付かなかった異常の予兆を検出。安全性の向上に貢献。
	Figure
	【出典】NEC技報Vol.65, No2, 2012ビッグデータ活用を支える基盤技術・ソリューション特集，特集概説「ビッグデータを価値に変えるNECのITインフラ」よりhttp://jpn.nec.com/techrep/journal/g12/n02/pdf/120202.pdf
	人工知能技術の具体的な適用方法
	２つセンサー間の全ての相関を自動的に分析し可視化（モデル化）現在の観測データとモデルからの予想値を比較し、「いつもと違う」挙動の発生（異常の予兆）を早期に検知
	Figure
	【出典】NEC様提供資料
	データ活用の価値（人工知能技術の利点）
	通常の管理方法⇒各センサーの観測値に閾値を設定し、閾値を超えたときに警報を出す通常の管理方法の問題点・数千個のセンサーを対象に閾値を設定するのは困難・異常が発生しても、ある閾値に達するまでは異常と判断されない・閾値を低くすると、正常な状態を異常と誤判定する人工知能技術の利点・閾値の設定が不要・閾値を超えるよりも早いタイミングで正常時からのずれが発生するので、より早期の異常の検知が可能⇒コンピュータの方が運転員より数時間早く異常を検知
	人工知能技術以外も重要（例：センサー開発による価値創造）
	Google⇒スマートコンタクトレンズ涙に含まれるグルコースのレベルを常時監視し、糖尿病患者に血糖値の急変を知らせる
	Figure
	東大森川研⇒PARSERI葉の量が多いと光合成に有利。しかし、多すぎると風通しが悪くなり、病虫害の誘因となる。光透過率の計測により葉面積指数を自動的に推定できないか
	Figure
	⇒課題解決のために、新たなデータ収集が必要と判明し、場合によっては、新たなセンサー開発が必要⇒それ以外にも、ネットワーク技術、セキュリティ技術、プラットフォーム技術など、さまざまな技術革新が必要
	「ものづくり」のイノベーション
	P&G（※）の取り組み-顧客の行動の深い理解-
	陳列した製品を巨大なスクリーン上に映し出し（バーチャルストア）、被験者の心拍数、発汗状態、目や手の動きをセンサーで捉え商品を「選ぶ」瞬間の消費者の行動を理解。小型遠隔監視カメラで消費者の「使う」瞬間の行動を把握これらの瞬間の行動データやPOSデータなどをデータ解析や統計分析の専門家に加え、心理学、文化人類学、経済学などの専門家を交え分析。消費者がP&Gブランドに抱く印象の分析、商品ごとにターゲットとする顧客層の明確化、パッケージデザインの成否、顧客の満足度の推定、顧客の期待が満たされなかった場合の対応の検討、販売量や利益の予測などを行っている。※P&G（プロクター・アンド・ギャンブル）：米国に本拠を置く世界最大の一般消費財メーカで家庭用製品、化粧品、工業用製品の製造、販売を行っている
	Figure
	【出典】譲原雅一他「ITを活用した顧客価値の創造」,野村総研知的資産創造2014年6月号.https://www.nri.com/~/media/PDF/jp/opinion/teiki/chitekishisan/cs201406/cs20140605.pdf
	【
	GEのインダストリアル・インターネット構想
	-GEは「インダストリアル・インターネット」構想を2012年11月に発表①医療機器、発電機器、輸送機器などさまざまな産業機械をインターネットに接続。得られる稼働データ等を分析・活用した「予測型ソリューション」により、運用を最適化。これによって、運輸、エネルギー、ヘルスケア等世界経済の46%をカバーする分野で「生産性改善の波」が起こる。②この結果、相当の期間において米国では年間1～1.5%の生産性向上が起きるかもしれない⇒米国での生産が国際競争力を持つ可能性
	デ
	ータ活用による生産性改善：食品製造】-作業のやり直しが20%減少-新商品開発速度が30%向上-既存生産装置による生産量が30%増大-検疫による生産停止が10%減少-サプライチェーンの在庫量が30%減少など
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